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オーガニックビレッジ連絡会を開催しました

農林水産省では、みどりの食料システム戦略の実現に向け、環境負荷
低減と持続的発展に向けた地域ぐるみのモデル的先進地区の創出を支
援しています。
兵庫県拠点では、令和5年度において、県内で有機農業に地域ぐるみ
で取り組む9市町の取組の充実や、取組開始に向けて検討を行っている
市町が有用な情報を収集する場として、令和5年6月27日（水）、兵
庫県の協力を得て、「オーガニックビレッジ連絡会」を開催しました。

連絡会はオンライン形式で行い、市町、兵庫県及び県出先機関などか
ら多くの方の参加がありました。

オンラインで開催

連絡会では、近畿農政局からの情報提供、兵庫県から
の取組紹介及び県内9市町（丹波市、丹波篠山市、
豊岡市、養父市、淡路市、神戸市、加東市、朝来市、
上郡町）からそれぞれの地域で取り組む事例を紹介し
ていただきました。
意見交換では、「資金計画について、国からの支援終
了後の財源の位置づけ、生産した農産物の販路確保
への取組」などについて質疑応答が交わされました。
今後も、兵庫県拠点では県、各市町及び関係機関と
情報を共有しながら、連携を進めてまいります。

連絡会の様子

オーガニックビレッジとは

有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や地域内外の住民を巻き込んだ地域ぐる
みの取組を進める市町村をいいます。

Webマガジン「aff（あふ）」無料電子書籍版が拡充！
～スマホからも見やすく！

電子書籍版も無料でご覧いただけます～

農林水産省が発行しているWebマガジン「aff」は昨年度から楽天Kobo及び
Amazon Kindleにて電子書籍を配信しておりましたが、2023年6月号から新
たにBOOK☆WALKERを加え、計3社の電子書籍ストアでご覧いただけるよう
になりました。毎月最終週の水曜日に配信していますので、ぜひご利用下さ
い。各電子書籍ストアにおいて「農林水産省」で検索いただけます。
Web版もリニューアルし、これまで以上に写真やイラストが豊富に、より見
やすく読みやすいデザインになっています。毎週水曜日11時に配信していま
すのでこちらもぜひご覧下さい。

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/koho/230629.html

https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/koho/230629.html


～酪農と肥育牛で牧場経営をする

お父さんの背中を追って～

宝塚市最北部の山間部に位置する宝塚市上佐曽利において牧場を経営される、(有)梅脇牧場さんで、

酪農と肥育牛を継承する予定で奮闘中の梅脇雅弓さんをご紹介します。

－就農したきっかけは？－

〈宝塚市上佐曽利 有限会社梅脇牧場 梅脇 雅弓さん〉
うめわき まさみ

たまたま親が牧場経営をしていたので、幼い頃から牛が近くにいるのは当た
り前の生活でした。
また、自身が二人姉妹の姉であることから、この牧場の後を継ぐのは自分
だろうな、とも考えていたので、農業高校、畜産大学に進学し、卒業後は、
牧場経営に役立つ飼料会社に勤務しました。
最初から30歳には牧場経営に携わりたいと考えていたので、30歳を超え
たのを機に、勤めていた会社を辞め、昨年の７月に就農しました。

－牧場ではどのようなお仕事をされていますか？－

いま任されている仕事は、主に、子牛の餌やり、肥育牛の世話で、実際に
やってみると思ったより大変なことがわかりました。例えば、子牛の給餌一つを
取ってみても、体調不良のサインとして、鼻は冷たくないか、下痢をしていな
いかなどを確認し、一頭一頭の体調に合わせミルクの量や餌の配合を調整
しなければならず、とても気を遣います。

－今後の経営や抱負は？－

飼料会社勤務の経験は、飼料購入時の価格相場を見極めるのに役立っ
ており、牧場経営にも貢献している実感があります。
ただ、いまの牛舎の規模と従業員数では、飼養頭数も限界だと感じている
ので、将来的にはゲノム編集技術を用いた牛を飼養し、頭数が減っても現
在の乳量を確保できるような経営をしたいです。

有限会社梅脇牧場 代表取締役 梅脇 成公氏
飼養頭数 肥育牛 約６０頭、乳用牛 約２００頭（育成牛含む）

「娘が後を継ぐと言ってくれて、とても嬉しく思って
ます。」と照れ笑いで語ってくれた雅弓さんの父、
梅脇成公さん

≪データ≫

「高校生とつながる！つなげる！

ジーニアス農業遺産ふーどコンテスト」を開催

農林水産省は、農業遺産地域の魅力を広く発信し、地域活性化を図る取組の一環として、農業遺産地域
の高校生を対象に、当該地域の産品を使った食品アイデアを募集しています。

1.応募要領について

（1）応募内容：2地域以上の農業遺産地域の産品と一般の材料を自由に組み合わせた、
コラボ食品（加工品）のアイデアを募集しています。

（2）応募対象者：世界及び日本農業遺産認定地域所在の高等学校(高等専門学校含む)
に在学中の生徒※応募単位は個人又はチーム

（3）応募期間：令和5年7月4日(火)～9月7日(木)

2.応募方法について

応募様式をダウンロードし、記入の上、 nogyoisanteam★maff.go.jp（送付の際には
★を＠に置き換えてください）にお送りください。提出先：農林水産省農業遺産班

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kantai/230704.html

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kantai/230704.html


環境保全に配慮した農業に取り組む農家さんのご紹介

簡単な経営概況

高砂市米田町 みきや農園 春下 充代さん

取組の紹介
チーズケーキ店やカフェを営んでおり、安全な食材で作ったものを提供した

いとの思いから、都会の喧騒を離れた高御位山の麓の高砂市阿弥陀地区で平成
31年にレモンなどの果樹や野菜の無農薬・無化学肥料栽培を始めました。
力を入れているのが「命と感謝の循環プロジェクト」です。体験農園に参加

してくれた方に一年を通じて畝立て・播種～収穫・加工・流通までの様々な過
程に関わってもらい、食や命の大切さなどを感じてもらっています。
みきや農園さんの詳しい取組みはこちら👉 http://mikiya888.com

水稲 約 5a

露地野菜 約13a

「食料・農業・農村政策審議会 基本法検証部会 地方意見交換会」の
開催及び一般傍聴について（近畿ブロック）
1.概要

令和5年8月7日に、京都市において「食料・農業・農村政策審議会 基本法検証部会 地方意見交換会」
を開催し、下記「議事」に従い、食料・農業・農村基本法の検証・見直しに関する意見交換を行います。

2.議事

(1)食料・農業・農村基本法の検証・見直しに関する中間取りまとめについて
(2)地域の関係者による意見陳述
(3)意見交換

3.開催日時・場所

日時：令和5年8月7日（月）13:30～15:30
場所：近畿農政局1階第1会議室（京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町）

4.傍聴者定員

会場：40名程度
Web：500名程度

5.傍聴の申込方法

(1)申込方法
意見交換会の傍聴を希望される方は、参加申込フォームからお申し込みください。
お電話での申し込みはお受けできません。
Web参加の方には、前日までに招待URLを登録いただきましたメールアドレスに送信します。
傍聴希望者は先着順となります。申込多数により傍聴いただけない場合、8月3日（木曜日）までにご連絡
いたします。
(2)申込期限
令和5年8月2日（水）12:00まで

詳しくは https://www.maff.go.jp/kinki/press/kikaku/230622.html

兵庫県兵庫美方地域が世界農業遺産に認定されました
令和元年10月に国連食糧農業機関（FAO）に世界農業遺産への認定申請を行った兵庫県
兵庫美方地域については、このたび、FAOにより、新たに世界農業遺産に認定されました。これに
より日本国内の世界農業遺産認定地域は15地域となりました。
＜兵庫県兵庫美方地域＞
但馬牛（たじまうし）の子牛の生産地として、日本初の牛の血統登録「牛籍簿」を整
備し、和牛改良の先駆けとなりました。放牧や棚田の畔草の給餌等により農村環境や
生物多様性を保全する持続可能なシステムが継承されています。

詳しくは https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/shigen/230706.html

http://mikiya888.com/
https://www.maff.go.jp/kinki/press/kikaku/230622.html
https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/shigen/230706.html


as

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

2023.7 Email:hyogo28_hsatt_kinki@maff.go.jp

兵庫の の風景

兵庫県牛肉マイスター

「肉屋は楽しいですよ。会社はいろんなチャレンジをさせてくれるし、自分の技術は
向上します。苦労だと感じたことはありません。」
こう語るのは、和牛うらい（加古川市）の店長である川村将紀さん。令和元年
度、兵庫県牛肉マイスターに認定されました。マイスター制度を実施する兵庫県食
肉卸事業協同組合や自社の幹部から勧められたことがきっかけで、チャレンジしたと
のことです。

「試験内容は、普段仕事でやっていることばかりだったので、そんなに難しくありませ
んでした。難しいのは、マイスターの役割である若手技術者への指導です。自分の

中では、『ここをガーっと・・・』と思っていても、そういった教え方では理解されませんので、効率良く学んでもらうために伝
え方を工夫する必要があります。しかし、しっかりと教えることで教える側もレベルアップしますので、積極的に研修生を
受け入れています。」

更に、 「一人前の食肉処理技術者になるのに、10年から15年かかりますが、自分が教えることでその期間を半分

和牛うらい店長 川村将紀さん

程度に短縮できたらと思っています。マイスターの資格を活
用して、食肉業界や自社に貢献していけたら嬉しいです。」
と、今後の目標を語っていただきました。

兵庫県牛肉マイスターとは
兵庫県食肉卸事業協同組合が、若手技術者への指導
体制の構築・強化を図り後継者不足に対応することを目

的として、平成30年度から開始した認定制度。組合が実施する適切な指導技術を
習得するためのセミナーを修了後、食肉流通に関する筆記試験や食肉処理の実技
試験に合格し、兵庫県特産の神戸ビーフ・但馬牛に関する知識を有する者を、「兵
庫県牛肉マイスター」として認定。令和４年度末現在の認定者は15名。
マイスターの今後について、組合理事長の平井良幸さんは、「資格を取られた方や
職場に喜んでいただけるように、認知度を上げていきたい。」と話す。

「正しい場所に包丁を入れる
と肉は嫌がらず切れてくれる
んですよ。」と手際よく捌い
ていく川村さん

力が入りすぎないよう、
包丁の握り方を工夫

農業（水稲70ａ）を継承して３シーズン目となります。今年も、いつも通りの田植えをしまし
たが、この後は少し変えていこうと思います。①中干しは一部の田んぼで実施していましたが、
もう少し実施面積を増やす。②カメムシ防除は行わず、斑点米は色彩選別機を借りて取り除く
ことで農薬使用量を減らす。③来年に向けての話ですが、稲刈り後に一部の田んぼでヘアリー
ベッチを植えることで化学肥料を減らす。④草刈りを頑張る。少しずつですがみどりの食料シ
ステム戦略を実践してみようと思います。（Y.T）

スマホでみる農林統計
スマートフォン向けに作成した統計表により、近畿の府県別、市町村
別の主要農林水産統計データが閲覧できます。（総ページ数273）
メニュー画面で、見たい統計をタップすると該当ページが表示され、戻
るボタンでメニューに戻るなど操作が簡単です。
動作には、別途 Adobe Reader が必要です。
詳しくは
https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/smapho/index.html 太陽を見ているひまわり（小野市）

https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/smapho/index.html

